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1　はじめに
私は 2011 年 4月から非常勤講師として、二松学舎大学で「図書及び図書館史」
（新課程では「図書・図書館史」）と、「図書館サービス論」（新課程では「図書館
サービス概論」）を担当してきた。前者の授業では、当初は『JLA 図書館情報学テ
キストシリーズⅡ　12　図書及び図書館史』（日本図書館協会、2010 年 2月）を
用いて、また新課程実施後は『JLA 図書館情報学テキストシリーズⅢ　11　図書・
図書館史』（日本図書館協会、2013 年 1月）を用いて、受講生に書物の歴史と図
書館の歴史を伝えてきた。後者の授業では、『JLA 図書館情報学テキストシリーズ
Ⅱ　３　図書館サービス論』（日本図書館協会、2010 年 2月、以下『図書館サー
ビス論』）をテキストに、主に公立図書館で求められているサービスを学生が理解
できるよう努めてきた。
いずれの授業においても心掛けたのは、現在の図書館が抱えているさまざまな問
題点を提示し、学生自らが悩み考える場を提供することだった。図書館司書課程の
授業にとって重要なことは、テキストを隅から隅まで理解して満足することではな
い。テキストは終着点ではない。大切なのはテキストに書かれている基本的な知
識や事例をもとにして、現在の図書館に眼を向けていくことである。それゆえ私は、
授業を行うに際し、テキスト以外の資料を積極的に活用し、学生に刺激を与えるべ
く試行錯誤を繰り返してきた。その一例を、まず以下で紹介することにしたい。
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2−1　「図書・図書館史」（旧「図書及び図書館史」）における授業実践例
「図書・図書館史」では、まず図書の歴史を概観し、その後図書館の歴史を解説
するようにしている。図書の歴史では、巻子本や和本などの歴史的な書物の説明も
もちろん行なっていくが、それ以上に現在流通している書物の歴史、とりわけ装
幀やブックデザインを歴史的に概観することに力点を置くようにしている。書物を
保存していこうとするとき、装幀やブックデザインをどのように捉えるかによって、
保存方法は大きく異なってくるからだ。
授業では、たとえば日本近代文学館が刊行した「新選名著複刻全集近代文学館」
「特選名著複刻全集近代文学館」「精選名著複刻全集近代文学館」に収められている、
明治期から昭和戦前期に出版された書物の複刻本などを素材にして、歴史的な装幀
やブックデザインを概観し、書物がどのようなプロセスを経て作られるのかを解説
する。その後受講生に実際に手に取ってもらい、図書館で保存するのならどのよう
な方法で保存するのか、一人一人に考えてもらうようにしている。
こうした授業を通して受講生は、書物は本文を執筆した著者だけによって作られ
るものではなく、装幀家やブックデザイナーといった人々との共同作業の中で生み
出されていくものであることを自らの身体を通して、理解するようになる。書物を
共同制作の結実とみなす視点は、書物の保存方法を試行錯誤する上で、とても大切
なことである。書物が、装幀家やブックデザイナーの作品でもあるという視点を導
入すると、書物のカバーや帯を安易に捨てることはできなくなり、手ざわりにこだ
わった紙質の書物を保存するときに、はたしてビニールでコーティングしてよいも
のかどうか、悩まざるを得なくなる。1冊 1冊の書物と真摯に向き合う姿勢は、こ
のようなためらいによってもたらされるものだと、私は考えている。
また昨年度と今年度の授業では、現在流通している書物も題材にして、装幀及び
ブックデザインについて受講生に考えてもらう授業を展開した。その実践例を以下
に記したい。
2013 年 5月の『朝日新聞』夕刊に、「本をたどって」という連載記事が掲載さ
れた。電子書籍が流通し始めている時代に、紙の書物の価値を見直そうとする記事
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である。日々パソコンやスマートフォンに親しんでいる大学生にも馴染みやすい内
容であり、しかも語り口は平易だ。装幀やブックデザインについて考えてもらうの
に最適の教材だと判断し、その一部を授業で紹介した。
「本をたどって」の第 3回から第 5回にかけて話題にされていたのは、「世界で
最も美しい本 2013」で銀賞を獲得した『魯迅箴言　魯迅の言葉』である。魯迅の
生誕 130 年を記念して、中国の三聯書店と日本の平凡社が共同制作し、三聯書店
版と平凡社版をそれぞれ出版した。どちらの書籍とも、見開き 2頁の右側に魯迅
が書いた原文が、左側に日本語の対訳が印刷されている。本文は三聯書店版も平凡
社版も寸分も違わない。大きさも両者とも新書サイズである。しかし大きく異なる
ところも多々ある。平凡社版が小口に至るまで真っ赤に染められた装幀であるの
に対し、三聯書店版は真っ白だ。帯もまったく違う。平凡社版では「存在あると
ころに、希望はある」と大きく記され、「生誕 130 年」であること、「二カ国語並
記」であること、「日中共同出版」であることが小さな字で記されているだけであ
る。しかし三聯書店版では、まず「中日首次联袂出版鲁迅作品」と大きく銘打たれ、
日本と中国が手を携えて魯迅の作品を出版したことが、大きく取り上げられている。
その下に「纪念鲁迅先生诞辰 130 周年」と記され、さらに「大江健三郎亲笔撰文」
という一節が添えられている。平凡社版の帯のどこにも「大江健三郎」の名は記さ
れていないのだが、三聯書店版では宣伝文句の重要な部分を「大江健三郎」という
名が負っている。ノーベル文学賞作家の名前は、日本ではコマーシャルにならない
が、中国語圏では書籍の価値を高める重要な役割を担い得ていたのである。
こうした相違は、書籍に挟まれているリーフレットにも顕著だ。三聯書店版には、
「『魯迅箴言』に寄せて」という大江健三郎が原稿用紙に手書きで書き記した推薦
文が、そのまま印刷されて 1枚だけ差し挟まれていた。しかし平凡社版では、全 8
頁の豪華な「魯迅の言葉―栞－」が附録となっており、毛沢東や竹内好といった日
中の政治家や文学者が書き記した魯迅についての言葉が、アンソロジー風に並べら
れている。大江健三郎の「『魯迅箴言』に寄せて」は、その附録の最終頁である 8
頁に、二重線の枠に囲まれて掲げられているだけだ。
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大江健三郎という小説家の名前を媒介に比べてみると、一見すると似ている 2
冊の紅白の書籍は、大きく異なった相貌を露わにする。書画カメラを用いて、実際
の本を見せながら、2冊の『魯迅箴言　魯迅の言葉』について解説した後、受講生
に紅白 2冊の本を手に取って、自分の手で開いてもらうと、昨年度も今年度も驚
きの声が上がった。視覚的には赤と白という違いしかないように見えた三聯書店版
と平凡社版なのだが、紙質や本の開きやすさはまったく異なるのである。
中国と日本の文化交流をささやかに象徴する『魯迅箴言　魯迅の言葉』には、少
なくない相違が含まれている。類似して見えるもののなかに含まれるささやかな差
異。それは文化交流の困難さの一端を示唆するものでもあるし、また異文化交流の
醍醐味を如実に伝える事例でもあろう。そうした書籍を図書館はどう扱うべきなの
か。予算もスペースも限られているなか、2冊とも購入すべきなのか。購入したと
したら帯やリーフレットやカバーをどう扱えばよいのか。授業において私は、そう
した困難な問いかけを受講生に投げ出し、受講生は解決不能とも思える問題につい
て頭を悩ませる。そうしたプロセスを経て多くの受講生は、装幀やブックデザイン
の観点から書物と向き合う姿勢を身につけ、現在の書物や図書館のことを考えるた
めにも、装幀やブックデザインの歴史を理解しておくことが大切であることを理解
する。テキストを終着点にしてテキストの内容を覚えることに終始するのではなく、
テキストを出発点にし、新聞記事を媒介に、現在話題になっている書物を自ら手に
取ってみること。そうすることで、テキストに記されていた知識はひからびたまま
消え去っていくのではなく、潤いを帯びた活きた知識として受講生に蓄積されてい
くことになるだろう。
2−2　「図書館サービス概論」（旧「図書館サービス論」）における授業実践例
「図書館サービス概論」においては、「図書・図書館史」以上に、現在の状況を視
野に入れて授業を展開していくことが肝要である。周知の通り、近年公立図書館の
サービスに大きな変化が見られるようになり、テレビや新聞といったマス・メディ
アで取り上げられることも少なくない。しかし受講生のなかで、そうした図書館サ
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ービスの変貌を伝えるニュースに日々敏感に反応している者は、驚くほどに少ない。
だから私は、新聞記事やニュース報道を積極的に活用しながら、図書館サービスの
最先端を学生に伝えようと努めてきた。
たとえば 2011 年 7 月 9 日の『朝日新聞』は「民と官が競う図書館」という大
きな特集記事を掲げた。その冒頭は、次のように書き始められていた。
　コンシェルジュ（案内係）にカフェ、託児室、多彩なイベント。開館時間が
長く、休館も少ない―。サービス精神旺盛な公立図書館が増えてきた。指定
管理者制度が導入されるなど、民間業者が参入して約 10年。各館が来館者の
開拓を競う一方、運営のあり方を問い直す声も聞かれ始めた。
この記事と同様に、図書館サービスの変貌を伝える報道は枚挙に暇がないくらいで
ある。2013 年 8月 18 日に、『朝日新聞 GLOBE』が大々的に「図書館へ行こう」
という特集を打ったことは記憶に新しい。
図書館サービスはめざましく変化し続けている。しかしこうした図書館サービス
の最先端のありようは、当然のことながらテキストにあまり反映されていない。そ
れゆえテキストとして使用している『図書館サービス論』の、たとえば指定管理者
制度等についての説明が含まれる「UNIT ９　外部資源の活用」を解説した後、私
は図書館サービスの最先端の実践を、具体的な事例を通して授業で取り扱ってきた。
そうした実践の一環として授業では、たとえば二松学舎大学の間近にある千代田
区立千代田図書館のビジネス書展示（１）の試みを紹介したり、「平日夜 10時閉館や、
使いやすいレイアウト、授乳室の設置など、利用者の立場に立ったきめ細かなサー
ビスの提供と質の向上に努めている」（２）千代田区立日比谷図書文化館を取り上げた
りしてきた。さらに二松学舎大学からは多少遠いが、武蔵野市立「ひと・まち・情
報創造館　武蔵野プレイス」についても、毎年の授業で必ず言及するようにして
いる。「人々の交流が自然に生み出される「場」を提供し続けることにより、生活、
文化、芸術、自然、歴史、まちづくり、ボランティア活動、市民活動、生涯学習、
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福祉、教育などといった横断的な活動やネットワークの活性化」（３）を促進するべく
組み立てられたサービス設計は、図書館サービスと銘打たれた授業に、欠かすこと
のできない視点をもたらしてくれる。
指定管理者制度が導入されて以降、公立図書館のサービスは変貌し続けている。
そうした図書館サービスを積極的に取り入れた代表的な事例として看過できないの
が、佐賀県にある武雄市図書館であろう。武雄市図書館の指定管理者に、武雄市が
カルチュア・コンビニエンス・クラブ（ＣＣＣ）を指名した後、武雄市図書館は最
先端の図書館サービスを提供する公立図書館として、新聞やテレビなどでも注目さ
れ続けている。ＣＣＣとは、ＣＤやＤＶＤのレンタル事業で知られるＴＳＵＴＡＹ
Ａの企画会社である。
私も、当初から武雄市図書館の試みは図書館サービスの授業で扱うべき事例と考
え、積極的に取り入れてきた。たとえば 2012 年 6 月 6 日『朝日新聞』夕刊に掲
載された「「Ｔカード図書館」論争」という記事は、テキストの「UNIT30 プライ
バシーへの配慮」という部分を扱う際にうってつけの題材だった。記事によれば、
ＴＳＵＴＡＹＡのポイントカードであるＴカードを武雄市図書館が図書館カードと
して導入し、1冊借りると 1ポイント得られるようにしたり、貸出履歴をふまえて
図書館側が「おすすめの本」を利用者に伝えたりすることを検討していると発表し
た。それに対して日本図書館協会が、「利用履歴を漏らさないというのは公共の図
書館の原則だ」と批判し、「行政が利便性のために、個人情報を企業に売っている
ことになる。それが公共図書館と言えるのか」と疑問を投げかけたのである。「貸
出記録と利用者のプライバシー」は、図書館サービスの根幹にかかわる問題でもあ
る。利用者からの信用がなければ、図書館サービスは成立しない。日々Ｔカードを
使用している学生も多いので、東京からは遠く離れた武雄市での事例ながら、受講
生が身近な問題として、「貸出記録と利用者のプライバシー」を考える契機になっ
たように思う。
むろん武雄市図書館の試みは、Ｔカードの導入に留まるものではない。10時か
ら 18時までだった開館時間を 9時から 21時にすること、年中無休を原則とする
専門図書館のサービスを導入する　55
こと、所蔵予定の 20万冊のうち 18万冊を開架にすること、約 100 席のカフェ席
を設置し貸出前の書籍も持込可能にすること、館内に蔦谷書店を併設し雑誌等を購
入できるようにすること等々。Ｔカードの問題も含め、武雄市図書館には賛否両論
がつきまとっている。とはいえＣＣＣが導入を試みたさまざまなサービスは、従来
の図書館サービスに対しての問題提起としては十分なインパクトを持っているし、
それを看過して旧態依然とした図書館サービスに安穏としていることは、やはり許
されることではない。それゆえ私は、『図書館が街を創る　「武雄市図書館」という
挑戦』（ネコ・パブリッシング、2013 年 4月）に収録されている内容や映像資料
等も援用しつつ、図書館サービスの問題点や可能性を考えるための契機として、武
雄市図書館の事例をさまざまな形で活用することを試みてきたのである。
2−3　「図書館サービス」という授業の困難
武雄市図書館の画期的な試みについて、たとえばイタリア各地で新しい図書館の
企画運営に携わってきたアントネッラ・アンニョリは、「図書館の未来」を特集し
た 2013 年 9月 11 日の『朝日新聞』の「耕論」欄で、次のような感想を述べてい
た。
　ツタヤによる図書館の運営をどう思うか、あちこちで尋ねられました。世界
でも珍しいと思いますが、書店の知恵やノウハウには大いに学ぶべきです。重
要なのは、図書館がその使命をしっかりと認識して主体的であることです。本
質的な問題は、本を誰が選び、誰が責任を持っているか。公共サービスとして
の本質を見失わなければ、協働はどんどん進めるべきです。図書館と書店は本
を読んでもらうという共通の目的があるのですから。
「年齢の離れた人々、社会条件の異なる人々、振る舞いや習慣の異なる人々が、ア
トリウムやテラス、読書室などの空間を拒否されることなく共有する」（４）図書館、
“広場としての図書館”の実現をイタリアで模索し続けてきたアンニョリならでは
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の言葉である。その著作でアンニョリは、「イタリアの多くの図書館は、商業分野
における知恵と技術を重視するべきなのである」（５）とも述べていた。だから図書館
がＴＳＵＴＡＹＡの「知恵と技術を重視する」ことは当然のことであり、「協働は
どんどん進めるべき」なのである。
とはいえ注意すべきことがある。アンニョリは、マリー・ベルトランの見解を
引用しつつ、「今日の公共図書館は「博識のための図書館という貴族的な遺産」を
拒否することによってしか存続し得ず、「民主的な計画の実現」でなければならな
い」（６）と述べているが、はたして日本の公共図書館が「博識のための図書館という
貴族的な遺産」という言葉に値する場であったことがあるのだろうか。あるいは、
「図書館員は優れた専門家なのだという意識を回復しようとすること、現在の職を
守ろうとすること、この先、市民と知識の仲介者として認められるだろう
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
と想像す
ること、そうしたことは止めた方がいい」（７）と言うが、日本の図書館員は、回復す
べき「優れた専門家なのだという意識」を持ち合わせる幸運に巡り会ったことがあ
ったのだろうか。
たとえば根本彰は「「図書館奉仕」vs.「サービス経済」」で、次のように述べて
いる。
日本の公共図書館が世界レベルに達しているという人はほとんどいない。量的
に言えばまだ図書館未設置町村が残っておりすぐに解消されそうもないこと、
また、図書館員の専門職的な地位が確立されていないこと、図書館サービスの
幅が狭く図書を中心とした資料提供にとどまっていること、などの点からくる
ものだろう。とくに司書職制度をつくることができなかったことが大きな問題
とされる。（８）
アンニョリが改革しなければならないと想定する対象と、「図書館サービス概論」の
受講生の前に控える図書館は、やはり同じというわけではない。アンニョリの刺激
的な提言や著作は、その彼我の差を考慮に入れた上で、はじめて輝きを帯びたもの
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となる。アンニョリの著書に付せられた解説で柳与志夫が「無料貸本屋と揶揄され
るまでに大衆化した日本の公共図書館を新しい知の空間にしたいと思っている」（９）
と書き記していたが、指定管理者制度が導入されて改革され始めている日本の公共
図書館は、そもそも「大衆化」したものであり、「博識のための図書館」などでは
なかった。ただ「大衆化」のあり方があまりに時代遅れだったり時代にそぐわない
ものであたったりしたため、ＣＣＣが着手した改革が際立った成果として脚光を浴
びることになったのである。
また元来「大衆化」していた図書館が「大衆化」をよりいっそう洗練させたら、
どういった事態がもたらされるか、容易に想像のつくことである。先にも述べたが、
武雄市図書館には蔦谷書店が併設され、雑誌が購入できるようになった。その結果、
たとえば扱う雑誌の量が増え、「従来の「武雄市図書館」で閲覧・貸出を行ってい
た雑誌は 107 タイトルだったが、新しい図書館では 600 タイトル以上もの雑誌を
扱っていく」（10）ことになった。
なるほど「代官山蔦谷書店」で活況を呈する“マガジンストリート”を武雄市と
いう地方に持ち込もうとすることは、地方を活性化させる試みとして評価するべき
である。だが「600 タイトル以上もの雑誌を扱っていく」書店の到来は、図書館
の地元で何とか営業を続けてきた“町の本屋さん”にとっては、黒船襲来以上の脅
威と映じたことだろう。“町の本屋さん”に残されているのは、滅亡への道しかな
いと言っても過言ではない。
アンニョリが武雄市図書館についての感想を寄せていた『朝日新聞』「耕論」欄
の「図書館の未来」には、画期的な書店として知られる「くすみ書房」を札幌市
内で経営する久住邦晴の見解も掲載されていた。2013 年 6月に「閉店寸前まで追
い込まれ」たという久住は、「良い本を売ろうとする努力は、利益にはつながらな
い」と断言する。「図書館と書店は、同じ文化発信の最前線として協力しながら未
来の大人たちへの責任を果たしていくべき」であるから、図書館が「来客数を増や
すためにベストセラーやコミックに頼る」ことは図書館の「存在意義を否定する動
き」にほかならない。「図書館には、本屋では売れない良書も並べられる」のだか
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ら、図書館は「地元の作家を自分たちで育てるぐらいの気概」を持つべきであると
いう久住の提言は、「図書館サービス」という名が冠せられた授業を展開しようと
する者に、重く響く。
私が「図書館サービス概論」の授業を担当するようになって、毎年最初の授業で
紹介する新聞記事がある。2011 年 3月 8日に『朝日新聞』に掲載されたものであ
る。小説家の樋口毅宏が 2011 年に新潮社から『雑司ヶ谷Ｒ.Ｉ.Ｐ.』を刊行した際、
単行本の巻末に「この本は、著作者の希望により二〇一一年八月二五日まで、貸
し出しを猶予していただくようお願い申し上げます」と、「公立図書館のみなさま
へ」のお願いを書き入れたことを伝える記事である。樋口は次のように述べていた。
新刊の校正でへとへとになっていたとき、図書館で貸し出しの順番待ちが 44
人だったとツイッターに書く人がいました。買ってくれよ、とがっくりきまし
た。読んでもらうのはうれしいけれど、作家も生活しなければなりません。そ
のぎりぎりのバランスで、半年間の貸し出し猶予をお願いしたのです。
版元の新潮社では、「（少部数の本などで）図書館の購入は大切」という意見もあり
慎重論もあったが、結局「著者と同社の幹部の意見とが一致したため、入れること
になった」という。著作者や出版社にとって図書館がどのような存在なのか、それ
を象徴するようなエピソードである。私の周囲の出版関係のひとのなかにも、私が
図書館司書課程の授業を担当していることを耳にすると、図書館がどれだけ出版業
界を圧迫しているのか、言葉を尽くして語ってくれるひとが少なくない。
「図書館サービス」とはどのようなものなのか。私は毎年第 1回目の授業で、上
記の新聞記事を配布した上で、受講生に問いかける。もちろんテキストの冒頭に
は「図書館の機能とサービス」という章が置かれ、その中の「図書館サービスの理
解」という項目では、『広辞苑』第 6版の語義を引用した後、次のような説明が丁
寧になされている。
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　「奉仕」や「便宜」というと、やや硬い言い回しであるが、これを誤解を恐
れずに砕いて表現すれば、「他の人のためになるように、何かを行うこと」と
考えられる。これがサービスの本来の意味である。したがって、他の人の面前
で、直接何かをすることだけが、サービスなのではない。間接的な、あるいは、
準備的な行為も、サービスであるし、他の人のためになるような「しくみ」を
用意することもサービスなのである。
「図書館サービス」が「他の人のためになるように、何かを行う」ことを意味する
のであるのなら、それが小説家や出版社の「ために」なっていない現状も考慮に入
れた上で、「図書館サービス」の授業は展開していかなくてはならない。もちろん
「図書館サービス」は、直接対峙する場合であろうと、間接的にかかわるだけの場
合であろうと、まずは利用者という「他の人のためになる」サービスであるべきで
ある。だが同時に、著作者や出版社や書店といった文化の担い手へのサービスであ
ることも視野に入れるべきではないか。私は授業の冒頭で受講者にそう問いかける
ようにしている。だから図書館の「存在意義」に迫ろうとする「くすみ書房」の久
住邦晴の見解を看過して、武雄市図書館等の試みのみを、図書館サービスの最先端
のあり方として授業で提示することはできないのである。
アンニョリは「商業分野における知恵と技術を重視するべきなのである」と述べ
ていた。今後図書館が「商業分野における知恵と技術」を排除して存続していくこ
とは不可能だろう。活況を呈する武蔵野プレイスや武雄市図書館だけではない。私
が居住する新宿区も 2009 年に指定管理者制度を導入したのだが、その後、私は
最も頻繁に利用している戸山図書館の変貌ぶりを実感することができた。2013 年
11 月に新宿区立図書館指定管理者事業評価委員会が出した『平成 24 年度　新宿
区立図書館　指定管理者の管理事業に係る事業評価報告書』によれば、たとえば
「明るい雰囲気づくり」や「利用者への情報発信」といった諸項目において、「職員
の対応が良いと利用者に好感をもたれており、大いに良好である」「読書への興味・
関心を引く取り組みを行っている」などと、戸山図書館の改革は高く評価されてい
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た。こうした評価は、一利用者としての私の実感とも符合する。明るくなった戸山
図書館の空間設計に、「商業分野における知恵と技術」が導入されたことは明らか
だった。その結果、図書館は「明るい雰囲気」を獲得し得たのである。
それでは「図書館サービス」と名がつく授業で、担当者は受講生に何を伝えるべ
きなのか。2014 年度から「図書館サービス概論」だけでなく、「図書館サービス
特論」をも受け持つことになった私を悩ませたのは、こうした問いだった。
「図書館サービス概論」ではテキストをもとに、その上で新聞記事などのさまざ
まな資料を用いて、公立図書館のサービスの基本と問題点、また可能性について受
講生に伝えるように努めてきた。では「図書館サービス特論」で扱うべきテーマは
どのようなものなのか。公立図書館で求められているサービスを、より実践的に伝
え演習していくことも、ひとつの方法だろう。しかし現時点での図書館サービスの
最先端を考慮に入れるのなら、実践的な演習は「商業分野における知恵と技術」を
踏まえたものにならざるを得ない。そうであるのなら、そうしたサービスは大学の
教室においてよりも、スターバックスやＴＳＵＴＡＹＡでのアルバイトの方が、ず
っと有用な学びの場となり得る。「商業分野における知恵と技術」は抽象的な議論
であってはならない。それは顧客が存在する実践的な場で、常に見直され練り上げ
られ、経験的に蓄積されていくものだからだ。
「図書館サービス」が潜在的に有している方途が「商業分野における知恵と技
術」だけに掛かっているのなら、「図書館サービス」は商業分野一般のサービスの
部分集合たらざるを得ない。しかし、利用者数その他の数値は決して軽視できない
にせよ、「図書館サービス」は利益を上げることを第一に考える商業分野における
サービスとは、一線を画したものであるべきだ。では、その内実はいかなるものな
のか、それをどのように伝えればよいのか。「図書館サービス特論」を担当するこ
とになった私の前に立ちはだかったのは、簡単そうで解くことがなかなかむずかし
い問いだった。
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3−1　「図書館サービス特論」のテーマ設定
根本彰は公立図書館のサービスを再考する論を、「書店と図書館の違い」を指摘
することから書き起こしていた。
　書店、それも一定規模以上の書店に入ると何かワクワクする感じをもつ人は
少なくない。未知の新しい本と出会える期待感がそれをもたらすのであろう。
しかし同じ期待をもって公立図書館を訪れても、そうした出会いはなかなか得
られないことが多い。実際、自治体財政の逼迫が理由で資料購入費をかなりの
程度減らされているために、蔵書の魅力が減じているとも言われる。（11）
続けて根本は図書館と書店では「文化的目的意識」が異なるのであり、「人は書店
にて自分が最も欲しいものを手に入れるのであり、公共機関としての図書館には、
市場原理がもたらす消費的な原理とはいったん距離を置いた文化的な目的に基づい
て経営を行うことが要求されるはず」であると述べる。それでは、図書館が提供す
るサービスに「蔵書の魅力」は必要ないのだろうか。あるいは図書館がサービスと
して提供すべき「消費的な原理とはいったん距離を置いた文化的な目的に基づい」
た魅力的な蔵書は、そもそも不可能なもののだろうか。
近所の公立図書館に行くとき、あるいは国立国会図書館に行くとき、私自身「ワ
クワクする感じ」を抱くことはほとんどない。あらかじめ所蔵を調べ、予約した資
料を見に行くことがほとんどだからだ。公立図書館の書棚を見て回っても、未知の
本と遭遇したり、新たな着想を得たりした経験は記憶にない。池袋のジュンク堂書
店や新宿の紀伊國屋書店などの大型書店や、あるいは神保町の古書店街では新たな
着想を得ることができても、公立図書館でそうした経験を得たことは、残念ながら
一度としてなかった。
むろん公立図書館に足を踏み入れて驚きを得たことはある。改装された日比谷図
書文化館をはじめて訪れたときには、かつて通い慣れた空間があまりに清潔に、あ
まりに洗練された空間へと変貌していたため、感嘆の声を漏らさざるを得なかった。
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地下にあるライブラリーダイニング日比谷に入ったときは、高校生のときに毎日の
ようにお世話になった、決してきれいとはいえなかった食堂との差に、店員に声を
かけられるまで、茫然と佇んでしまったほどである。武蔵野プレイスに行ったとき
にも、同様の驚きを経験した。武蔵境駅の南口を出て、少し東に歩くと、広場の向
こうに武蔵野プレイスの建物が見えてくる。真っ白な外壁に、楕円形の大きな窓が
12箇所嵌め込まれている外観は、新しい公立図書館のありようを伝えるに十分だ
ったし、柔らかく利用者を包み込むような内部空間も、入口のすぐ近くにあるカフ
ェスペースも、地下 2階にあるアート＆ティーンズライブラリーの開放的な空間
とサウンドスタジオなどのスタジオ群も、新しい図書館サービスの展開を私の身体
に存分に染み込ませてくれた。とりわけクライミングウォールまで備えられたオー
プンスタジオは、自分が身につけてきた図書館についての常識がまるで通用しない
事態が起きていることを、十二分に感じさせてくれた。
しかし注意すべきは、日比谷図書文化館や武蔵野プレイスが私に与えた驚きが、
未知なる蔵書や資料との出会いを期待させる「ワクワクする感じ」ではなかったと
いうことだ。もちろん図書館空間の設計やデザインは、図書館サービスにおいて重
要な部分を占めている。だがそれら新しい図書館サービスを展開する公立図書館が
私にもたらした驚きは、新しく開店したり改装オープンしたりしたデパートが訪問
者に与える驚きと、大差ないものだったともいえる。図書館だからこそもたらすこ
とができる驚き、図書館でしかなし得ない驚きでは決してなかったのである。
図書館ならではの「ワクワクする感じ」とは、いったいどのようなものなのだろ
う。そう考えた私は、図書館の一利用者としての私自身が抱いた「ワクワクする感
じ」を想起しようとした。そうして、そう遠くない以前に図書館で「ワクワク」し
て、硬直した思考を活性化してもらったことがあったことを思い出したのだった。
5、6年前のことだ。私は金田一耕助について、ちょっとした論を書くように言
われた。1961 年に刊行された「扉のかげの女」という、横溝正史の金田一耕助も
ののなかでも決してメジャーではない作品を中心にして、「金田一耕助の食生活」
について書いてくれないかという話だった。もちろん私は横溝正史の愛読者であっ
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たし、金田一耕助のファンでもあった。だが金田一耕助がどのような食生活を送っ
ていたのかについては、さほど気にしたこともなかったし、そもそも探偵小説を探
偵の「食生活」からどう読み解けば面白くなるのか、まるで何も思いつかなかった。
自分の書架を見渡しても、日影丈吉の『ミステリー食事学』（現代教養文庫、1981
年 6月）くらいしか、参考にできそうなものがない。国立国会図書館で資料を検
索しても、いくつかの大学図書館をうろついても、ヒントは得られない。ジュンク
堂や紀伊國屋書店の料理関係の書架の前で粘っても、空腹感が強まるばかりである。
締切が迫ってきたある日、藁にもすがる思いで私が訪れたのが、公益財団法人味
の素食の文化センター内にある食の文化ライブラリーだった。
食に関する本だけが並んでいる書架は、文学部出身の私にとっては新鮮そのもの
だった。予想もしない本の並びは、私の凝り固まった頭をいつのまにか解きほぐし
てくれた。とりわけ、金田一耕助の「食生活」に悩んでいた私にとって嬉しかった
のは、「飲食（飲酒）文学」のコーナーだった。そこには、作家や芸術家が書いた
食に関する書籍だけでなく、食が描かれた作品を収録した本も並べられていた。純
文学も大衆文学も探偵小説も関係なく、食のみを媒介に書籍が並んでいる光景は圧
巻だった。1冊 1冊の本は、大学図書館や公立図書館でもお馴染みのものばかりで
ある。しかし意想外な形で並べられると、見慣れた書籍に未知の光が当てられる。
しかも金田一耕助が生きた時代の食生活を知りたいと思ったら、歴史のコーナーに
足を向け、昭和 30年代の食文化を概観することもできたし、その時代の料理本を
手に取って、日常的な食生活を確認することもできた。私が「金田一耕助の食生
活」についてのエッセイを何とかまとめられたのは、食の文化ライブラリーのおか
げ以外の何ものでもなかった。（12）
「図書館サービス特論」の授業内容に頭を悩ませていた私が想起したのは、私自
身が食の文化ライブラリーで経験した「ワクワクする感じ」だった。その「ワクワ
クする感じ」にこそ、図書館でしか提供できないサービスの秘密が隠されているの
ではないか。そう考えた私は、食の文化ライブラリーをはじめとする専門図書館が
提供しているサービスを「図書館サービス特論」の軸にしようと決意した。
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3−2　専門図書館の調査に赴く
授業の準備に着手するに先立って、まず専門図書館のサービスを基軸に据える
「図書館サービス特論」に適当なテキストがあるかと思い、色々と検討してみた。
だが図書館司書課程の受講者に手頃なテキストは見つけることができなかった。日
本図書協会から図書館員選書の 1冊として刊行されている『専門図書館のマネジ
メント』（2000 年 10 月）などを活用しようかとも考えたのだが、学部生がほとん
どである受講生にとっては専門的な内容に過ぎると判断した。
そもそも専門図書館とはいかなるものなのか。『専門図書館のマネジメント』の
冒頭に置かれた「図書館サービスの本質と使命」で山田奨は、「〈専門図書館とは何
か〉を自由に考えようとすれば、［中略］多様な図書館の種類すべての中に実例を
見出せる」と指摘し、「専門図書館の概念を規定するのは、何であれ〈対象を専門
化すること〉と広義に理解する方が実践的かつ発展的と思われる」と述べている。
長澤雅男も同様の感慨を抱いている。「〈専門図書館とは何か〉。その定義そのも
のが研究テーマとして取り上げられるほど、これまで専門図書館に対して様ざまな
定義づけが試みられている」と述べる長澤は、「かなり包括的な定義によってさえ
も、その種の図書館の全体を覆うことができないほど、専門図書館とみなされる図
書館は多種多様である」（13）と慨嘆する。その上で長澤が、専門図書館としてとりあ
えず挙げているのは、以下のような特徴であった。私が簡単にまとめなおしたもの
を、記しておくことにしたい。
ａ）所属：多くの場合、各種の会社等の各種の団体、政府、自治体等の官公庁
の諸機関、博物館、美術館等の文化施設に所属し、これらの上部（母体）
機関の目的、性格、規模、管理機構などによる制約がある。
ｂ）主題分野：専門主題ないし分野を設定し、それに関係する図書館サービス
を重点的に行う。
ｃ）資料形態：一般図書、雑誌以外の印刷資料もしくは非印刷資料が多い。
ｄ）利用者：母体機関に属している関係者、職員と同一の機関に属している者。
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ｅ）機能：利用者への直接的なサービスを重視し、資料の提供よりは情報を迅
速に提供するサービスに重点を置いていることが多い。
長澤は、上記の特徴全てを兼ね備えていれば、「専門図書館としての要件を十分に
満たしている」と言えようが、「上述の特徴を一つか二つ備えているだけであって
も、しばしば専門図書館に含められる場合がある」ことを指摘する。
専門図書館とは鵺のような存在なのかもしれない。ある要件から見ると専門図書
館としての様相を帯びる図書館が、別の角度から見ると、必ずしも専門図書館とは
言えない側面を露呈させることは、決して珍しいことではない。だから私は、「図
書館サービス特論」で専門図書館のサービスを取り上げるにあたり、「専門図書館
とは何か」という問いをあえて留保したままにして、授業で取り上げる図書館を選
び出すことにした。基準としたのは、以下の条件だ。
（１）長澤雅男が掲げた特徴のうち、最低でも一つの要件は満たしているとい
うこと。
（２）「図書館サービス概論」で取り上げた公立図書館のサービスには含有され
なかったサービスの要素を、最低でも一つは有していること。
（３）二松学舎大学の学生が、比較的アクセスしやすいと思われる場所に立地
していること。
上記の条件を満たす図書館を吟味するために、まず私はさまざまな図書館の調査に
着手し、その上で授業で扱う図書館を絞っていった。次いで個々の図書館にメー
ルあるいは電話で連絡を取り、「図書館サービス特論」の授業計画を紹介した上で、
利用者や職員の迷惑にならない範囲で調査したいこと、可能であるならば写真撮影
を許可してもらいたいことを伝えた。門前払いされても当然であることを重々承知
の上で、各図書館に連絡を取ったのだが、連絡した全ての図書館が調査を快く受け
入れてくれて、かつ 1館を除いた全ての図書館で写真撮影の許可が下りたことは
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予想もしないことだった。
「図書館サービス特論」において、専門図書館の最新の状況を受講生に伝えるべ
く、2014 年 9月から 10月初旬にかけて私が調査した図書館は、以下の通りであ
る。
（１）駐日韓国文化院図書映像資料室（9月 6日）
（２）講談社資料センター（9月 8日）
（３）国際交流基金 JFIC ライブラリー（9月 10日）
（４）野球殿堂博物館図書室（9月 12日）
（５）味の素食の文化センター食の文化ライブラリー（9月 13日）
（６）日本交通公社旅の図書館（9月 16日）
（７）中国研究所図書館（9月 17日）
（８）アンスティチュフランセ東京メディアテーク（9月 18日）
（９）三康文化研究所附属三康図書館（9月 19日）
（10）江戸東京博物館図書室（9月 20日）
（11）教科書研究センター附属教科書図書館（9月 22日）
（12）東京書籍株式会社附設教科書図書館東書文庫（9月 24日）
（13）東洋文庫（9月 29日）
（14）大宅壮一文庫（9月 30日）
（15）日本点字図書館（10月 1日）
（16）明治大学現代マンガ図書館（10月 4日）
上記の図書館以外でも、まだ本格的な調査は行っていないが、授業で扱いたいと考
え、資料収集などを行っている図書館もある。たとえば県立神奈川近代文学館には
何度か足を運び、図書館や書庫などに関する資料を頂戴することができた。また現
在改装中で調査不可能なのだが、東京文化会館の音楽資料室は音楽に関する専門図
書館として、2015 年 1月 4日の再開後にはぜひ調査して授業で紹介したい図書館
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であるし、東京国立近代美術館や国立新美術館のアートライブラリー、さらに東京
都現代美術館の美術図書室も、美術の専門図書館として忘れてはならない。映画の
専門図書館である東京国立近代美術館フィルムセンターの図書室、及び映画・演劇
の専門図書館である松竹大谷図書館は、書籍以外の資料収集また保存方法において
も、受講生に知っておいてもらいたいところが多々ある。さらに調査した図書館一
覧を見ればわかる通り、受講生の興味関心に配慮して、外国の文化センターをいく
つか調査したのだが、東京ドイツ文化センターの図書館、セルバンテス文化センタ
ー内にあるフェデリコ・ガルシア・ロルカ図書館は面白い試みを展開しており、逸
することができない。イタリア文化会館内の図書室は、二松学舎大学の真向かいに
あるという立地条件に鑑みても、何らかのかたちで授業に活かしていくべきであろ
う。
このように、2014 年度の「図書館サービス特論」に向けて急遽行った調査は、
不十分極まりないものである。来年度に向けて調査を継続していき、専門図書館が
展開するサービスのデータをよりいっそう蓄積していかなければならないが、と
はいえ 9月から 10月初旬にかけての 1ヶ月間に行った 16館の図書館での調査は、
きわめて有意義なものだった。
図書館サービスの未来を考える上で、外国、とりわけ欧米の図書館を参考にする
試みは多々なされているし、有益なことである。そのすぐれた代表例として、た
とえば菅谷明子の『未来をつくる図書館―ニューヨークからの報告―』（岩波新書、
2003 年 9月）があげられる。最初に読んだとき、菅谷が紹介するニューヨーク公
共図書館のサービスには、私自身も羨望の念を禁じ得なかった。『未来をつくる図
書館』を読んだ後で日本の公立図書館を訪れると、久しぶりに帰国した菅谷が都内
の公立図書館に足を踏み入れて「がくぜんとし」て「情けない気持ち」を味わった
ように、私も日本の文化環境の後進性を強く実感したものだった。図書館サービス
が持つ射程の広さと多様性を理解するためにも、一読に値する書であると考え、私
は図書館司書課程の授業で折に触れて『未来をつくる図書館』を紹介してきたし、
そもそも私が紹介する以前にすでに読んでいる受講生も少なくなかった。
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しかし二松学舎大学で図書館司書課程の授業を受講している受講生にとって、ニ
ューヨークの公共図書館の実践は、どこか遠くのユートピアの出来事であるかのよ
うに感じられるらしい。驚くべきサービスの実践が記されていることは理解できる
のだが、それらはそもそも日本では実現不可能なユートピックなものに見えてしま
ったようだ。「図書館サービス概論」を受講していた何人かの受講生とのやり取り
のなかで、また授業の最後に書いてもらうリアクション・ペーパーの記述のなかで、
受講生のそうした感慨を、私は少なからず見てきた。だから専門図書館を調査する
過程で、『未来をつくる図書館』に記されているいくつかの実践と類似したサービ
スに接することができたことは、僥倖だった。
たとえば菅谷は、ミッド・マンハッタン図書館にある「写真コレクション」で
「雑誌広告の切り抜きを集めただけのファイル」が所蔵されており、「カウンターに
座った司書が雑誌や新聞を黙々と切り抜いては整理・分類し、項目別に次々とファ
イルに放り込んでいる」光景を紹介しているが、同じようなファイルを私は、講談
社資料センターでも野球殿堂博物館図書室でも旅の図書館でも眼にした。
また寄付によって成り立っているニューヨークの公立図書館は、寄付金に応じて
さまざまな特典を寄贈者に付与するのだが、その特典のひとつとして紹介されてい
るのが、「図書館の学芸員による図書館の舞台裏ツアー」である。「図書館サービス
概論」で使用しているテキストの最終章も「図書館ツアー」を扱っているが、実の
ところこれまで私は、その章をさほど重視していなかった。だが大宅壮一文庫が毎
月第 2土曜日に実施しているバックヤードツアーや、日本点字図書館が行ってい
る館内見学に接すると、それらがサービスの一環として、とても大切なことである
ことを深く実感することができる。大宅壮一文庫や日本点字図書館でのツアーによ
って、『未来をつくる図書館』の記述を、私ははじめて理解し得たのかもしれない。
さらに菅谷は「スタッフの専門性」が大切であることをくりかえし書き、「どん
な資料が図書館にあるのかをしっかりと把握し、それを頭に入れておく必要があ
る」ことを強調しているが、今回調査した際にお会いしたどの図書館職員も、図書
館の所蔵資料を熟知し、私の要領を得ない問いかけにも的確な解答を与えてくれた。
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資金的な問題もあり、決して広いとは言えない書庫しか持たない図書館も多い。そ
うした書庫に、ひとがやっと通れるくらいの通路のスペースだけを確保して書架を
並べ、溢れんばかりの書物を強引に―しかし決して乱暴にではなく―押し込ん
でいる図書館もあった。部外者の眼には何らのシステムも感じさせず、書物のカオ
スとしか思えない書庫を、私は少なからず眼にした。だがそうした書庫内で私を案
内するとき、図書館職員はカオスの海にしか見えなかったもののなかに宿るコスモ
スを、私にわかりやすく説明してくれた。「図書館サービス概論」で私は、「UNIT
８職員の種別と能力」を扱う際、テキストに書かれている「日本のように、すべて
のサービスをローテーションによってこなし、図書館職員の個別の能力をとりたて
て考慮しない「悪平等」的な発想」の弊害について解説するようにしているが、調
査したどの図書館でも、「個別の能力」がとても大切なものであることを、今さら
ではあるが、再認させられた。図書館サービスの未来を考えるために、欧米の図書
館の実践に眼を向けるばかりではなく、専門図書館に視線を注ぐことは、やはり有
効であろう。
長澤雅男は、専門図書館のサービスについて、次のように述べていた。
　したがって、名実ともに専門図書館として管理運営されるためには、常に利
用者からの情報需要があり、それに応えるだけの活動が行われていなければな
らない。長年にわたり充実してきた専門図書館の場合は、他の館種の図書館と
比較するならば、より厳しい評価あるいは多くの試練に耐えてきたものという
ことができる。また、専門図書館では、伝統的な図書館的手法にとらわれるこ
となく、これまで試行的に数々の新しいサービスに着手し、特色のあるサービ
スを展開し、他の館種の図書館に多大の刺激を与えてきた。
　その意味で、歴史は短くても、先駆的な専門図書館の発展経緯から学びうる
点は多い。（14）
公共図書館のサービスの限界と可能性を理解するためにも、「伝統的な図書館的手
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法にとらわれることなく」「特色のあるサービスを展開し」てきた専門図書館のサ
ービスを知ることは大切だろう。個々の専門図書館のサービスのどの部分に注目し
て、それをどのように授業で扱ったのか、また受講生の理解や反応がどのようなも
のだったのか、それらについては、稿を改めて書くことにしたいと思う。
4　終わりに
第 1回の授業で、出席者 34名に簡単なアンケート調査を行った。「あなたが知
っている、もしくは使ったことがある公立図書館以外の図書館（私立図書館、専門
図書館等）を列挙して下さい」というものだ。
近年図書館を紹介する本が少なからず出版されている。『Tokyo 図書館日和』（ア
スペクト、2007 年 6月）、『TOKYO 図書館紀行』（玄光社、2012 年 3月）、『もっ
と楽しむ図書館マスターガイド』（キョーハンブックス、2012 年 5月）などである。
『ソトコト』2013 年 5月号など、図書館を特集する雑誌も多い。だから名称だけ
であっても、専門図書館に関する知識は少なからず持っているのではないかと期待
したのだが、その期待は見事に裏切られた。
学校図書館や大学図書館以外の図書館として、別の授業で紹介されたという「点
字図書館」のみをあげられた者が 11名。正式名ではなかったが、防災専門図書館
をあげた者が 1名。大宅壮一文庫や食の文化ライブラリーなど複数の図書館を答
えた者が 1名という結果だった。図書館司書課程の授業を受講し、図書館にそれ
なりに興味を持っている学生であっても、専門図書館を知らない者は多く、なかに
は専門図書館の存在をそもそも知らないという受講生も複数いた。
この結果には、「図書館サービス概論」と「図書・図書館史」を担当している者
として、大いに反省せざるを得なかった。（15）図書館司書課程の授業は、言うまでも
なく図書館司書になることを目指して設置されたものだが、実際図書館司書になる
幸運を手にできる者は決して多くはない。受講者の大半は大学卒業後、司書として
ではなく利用者として図書館に接するようになる。それゆえ私は図書館司書課程の
授業を、一流の図書館利用者を育てる授業であるとも考えてきた。なぜなら図書館
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は行政や職員によって作り上げられていくものでもあるが、他方で利用者によって
育まれるものでもあるからだ。
『未来をつくる図書館』で菅谷は、ニューヨークの「図書館が提供するデータベ
ースの豊富さや、検索機能の充実には目を見張るばかりだが、こうした背景には、
研究者に限らず市民が日常的に図書館の情報を駆使してものを調べることが定着し
ているという文化的な要因も見逃せない」と述べていた。図書館は、利用者如何に
よって、豊饒なものともなり得るし、貧弱なものともなり得るのである。残念なが
ら現在の日本には、いまだ「図書館の情報を駆使」する文化は根づいていないよう
に思う。
マスコミや出版業界の人間なら大宅壮一文庫を活用するだろうし、旅行業界の人
間なら旅の図書館に足を向けることもあるだろう。だがそうした特殊な業界に属す
るひとだけでなく、誰もが旅行に行こうと思ったときに旅の図書館に赴き、気にな
るニュースを多角的に見直すために大宅壮一文庫に足を運び、その経験を今度は身
近に存在する公立図書館にフィードバックするようになったら、どうだろうか。図
書館についての豊富な知識に裏打ちされた利用者の声は図書館への建設的な批評と
なるし、そうした批評の集積を図書館が無視し続けることはできない。サービス計
画の練り直しに迫られることになるだろう。
「商業分野における知恵と技術」を取り入れつつ、書店や出版社にも配慮する
「図書館サービス」を練り上げることはむずかしい。しかしそうした困難を看過す
るのではなく、むずかしさの前で立ち止まり逡巡し、図書館サービスの未来を思い
描いていくためにも、専門図書館のサービスは面白い視点を提供してくれる。図書
館司書を目指す者にとっても、また利用者として図書館を使い尽くす存在になる者
にとっても、「図書館サービス特論」が少しでも有益な授業となるように努めてい
かねばならない。
［注］
（１）	 たとえば授業では、2012 年 11 月 8 日の『朝日新聞』に掲載された「職員が企業出張　ビジネス書展
示　千代田図書館がサービス」という記事を取り上げ、柳与志夫『千代田図書館とは何か』（ポット出版、
2010 年 3月）の一節を紹介しつつ、千代田図書館が実践しているサービス展開について解説した。
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（２）	「あの人とこんな話　図書館のリニューアルは徹底した利用者目線で　日比谷図書文化会館副館長岩渕博
さん」（『朝日新聞』2012 年 12 月 3日）。
（３）	 パンフレット『武蔵野市立ひと・まち・情報創造館　武蔵野プレイス』所収の「武蔵野プレイスとは…」
より引用。
（４）	 アントネッラ・アンニョリ／萱野有美訳『知の広場　図書館と自由』（みすず書房、2011 年 5月）。
（５）	 同上。
（６）	 同上。
（７）	 同上。
（８）	 根本彰『理想の図書館とは何か―知の公共性をめぐって―』（ミネルヴァ書房、2011 年 10 月）所収。
（９）	『知の広場　図書館と自由』、前掲書。
（10）『図書館が街を創る　「武雄市図書館」という挑戦』、前掲書。
（11）根本彰、前掲書。
（12）ちなみに、その時に出来上がったのが拙稿「金田一耕助の食生活　「扉の影の女」を中心に」（『横溝正史
研究』創刊号所収、戎光祥出版、2009 年 4月）である。
（13）「専門図書館」（『図書館員選書・17　図書館学研究入門　領域と展開』所収、日本図書館協会、1990 年
5月）
（14）同上。
（15）専門図書館協議会が発行している『専門図書館』には毎号「専門図書館を見る」という連載が掲載され
ており、専門図書館の啓蒙に努めている。専門図書館のサービスを知るきっかけとなるコーナーであるが、
残念ながら、図書館司書課程の受講者にとって、『専門図書館』は決して身近な雑誌ではない。授業を通
して伝えていく必要があることを痛感した次第である。
